
2019年10月1日以降始期契約用

地球温暖化に伴う猛暑・豪⾬の増加により全国で⽔災が頻発しています。また、都市部
への⼈⼝、産業の集中や流域の開発に伴う保⽔機能の低下により、都市部における⽔災
が深刻化しています。

＜2004年新潟県中之島町豪雨（刈谷田川氾濫）の被災者アンケート＞ 出典：国土交通省ＨＰ（含む写真）

この度の⽔害を経験する以前に、あなたは、刈⾕⽥川からの⽔があなたのご⾃宅まで来ると思っていましたか？

約６割の方が自宅の浸水を
予期していませんでした！

河川の近くは勿論のこと、それ以外にお住まいの場合であっても⼤⾬による⼟砂崩れ、
⼤雪後の融雪洪⽔、台⾵による⾼潮、豪⾬の際の排⽔不良による内⽔氾濫など、ほぼ
すべての地域において⽔災の危険はあります！！

ＧＫ すまいの保険
ＧＫ すまいの保険（ローン団体扱用）
（いずれもグランドタイプを含みます。）

写真出典：国土交通省ＨＰ

短時間強⾬の発⽣回数は、３０年前の
約１.４倍まで増加しています！

＜近年の⼤規模災害における⽀払保険⾦＞
年⽉ 主な被災地域 災害 ⽀払保険⾦

2015年8⽉ 沖縄や九州 台⾵15号 1,642億円
2017年10⽉ ⻄⽇本から東⽇本、東北地⽅ 台⾵21号 1,217億円
2018年7⽉ ⻄⽇本 豪⾬ 789億円※

※ 2018年7⽉23⽇時点の⾒込み（出展：⽇本損害保険協会ＨＰより）
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集中豪⾬により河川が氾濫し、賃貸住宅が
床上浸⽔。⼊居者の家財が損害を受けた。
（⼭⼝県⼭⼝市 2009年7⽉）

損害額

集中豪⾬により下⽔があふれ、住宅が床上
浸⽔。建物と家財が⼤きな損害を受けた。
（東京都杉並区 2005年9⽉）

損害額

台⾵の影響による集中豪⾬で、建物と家財
が⼤きな損害を受けた。
（和歌⼭県東牟婁郡 2011年）

損害額

集中豪⾬により、アパートが床上浸⽔。
建物が⼤きな損害を受けた。
（愛知県⼩牧市 2011年）

損害額

●このチラシは「ＧＫ すまいの保険（すまいの⽕災保険）」の特徴を記載したものです。詳しくはパンフレットまたはご契約の
しおり（普通保険約款・特約）をご覧ください。

台⾵、暴⾵⾬、豪⾬等による洪⽔・融雪洪⽔・⾼潮・⼟砂崩れ等によって、床上
浸⽔または地盤⾯より45cmを超える浸⽔を被り、保険の対象が損害を受けた場合
等に保険⾦をお⽀払いします。

⽔災事故の場合、清掃費⽤や残存物の取⽚づけ費⽤等もかかるため、損害が⾼額
になる傾向があります。

主な水災事故例

●現在のご契約の解約を前提とした新たなご契約のご注意
これまでご契約されていた⽕災保険（当社のご契約に限りません。）を満期⽇前に解約し、今回新たに当社でご契約される場合、
補償内容、保険料および付帯サービス等が変更となることがあります。以下の不利益が⽣じる可能性について事前にご確認のう
え、お申込みいただきますようお願いします。
・ご契約当時から複数回の保険料改定が実施され、または過去に適⽤していた割引が変更または廃⽌されたことにより、今回新
たにご契約される場合に保険料が⼤幅に⾼くなることがあります。

・商品改定により、現在の⽕災保険商品で選択可能な最⻑の保険期間は、過去の⽕災保険商品よりも短縮されており、⻑期契約
における保険料⾯のメリットが⼩さくなっています。

・商品改定により、家財の保険の対象の範囲が変更となり、補償対象外となるものがあります。 等


